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■信頼性の高い認証方式の
導入

野村ホームトレードのサービス

は当初、特定の商用ネットワーク

からのアクセスに限定していた。

この理由は、当時は、暗号化方式

として中位グレードの40ビット

SSL（データのセキュリティを守

るためのプロトコル）対応商品し

か輸入が認められておらず、また

インターネットのネットワークと

しての信頼性がそれほど高いとは

言えなかったことである。

しかし、インターネットでも期

待するセキュリティレベルが確保

できるようになった場合に、スム

ーズにインターネットサービスへ

移行できることも考慮して、サー

ビスは商用ネットワークに限定す

るが、顧客とのインタフェースに

ついては当初からインターネット

の標準技術を採用した。

その後、米国の輸出規制が緩和

され、金融機関に限定して上位グ

レードである128ビットSSL対応

製品の輸入が認められた。野村ホ

ームトレードでも、128ビットSSL

相互認証方式によるインターネッ

トでのサービス展開を可能とした

（1999年2月にサービス開始）。国

内の証券会社では初めての導入で

あった。

相互認証方式とは、サービスを

提供する側とそれを利用する側

が、お互いに電子証明書をやり取

りして相手を確認する方式のこと

である。これによって、「なりす

まし」を防止することができる

（図１）。

■多種多様な商品群の
画面操作上の工夫

野村ホームトレードで取引でき

る商品は、株式、株式ミニ投資、

転換社債、投資信託と多種多様で

あり、また顧客とのやりとりは非

対面で行われる。このため、顧客

に対する商品の説明および操作

は、わかりやすいことが重要であ

る。特に、投資信託については、

銘柄数が100以上と多く、種類も

多様であることから、証券取引に

慣れている顧客でもわかりにく

い。

そのため、商品のタイプの分類

や、リスク・リターン度による説

明を行うとともに、商品内容をわ

かりやすくする工夫として、商品

詳細の説明にはPDFファイル（米

国アドビシステムズ社が開発した
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付け、解約を行うのが主流である。

そのため、金額の入力は10万円や

100万円単位の入力になることが

多い。しかし、通常のパソコンの

場合、金融端末などとは異なり

「万円」キーや「000」キーなどが

ないため、それに替わるインタフ

ェースを用意することで入力ミス

を防いでいる。

売却に関しては、売却可能な一

覧明細から選択した後に売却注文

画面に移るようにするなど、入力

ミスの防止やわかりやすさを追求

した。

また、ホームトレードの利用者

は、必ずしもパソコンを使いこな

せる人ばかりではなく、初心者も

意外と多い。野村ホームトレード

では、操作に関する問い合わせは

専用のコールセンター、取引に関

する問い合わせは顧客担当の営業

店といった役割分担を行ってい

る。

■顧客の取引時の入出金

通常、証券会社で取引を行う場

合、その取引の買付代金の入金や

売却代金の受け取りなどのやりと

ドキュメント表示用のファイル形

式）を採用した。

株式注文では、指し値の指定方

法の説明や売買単位数量の説明な

どを注文画面に表示し、初心者で

もわかるインタフェースになって

いる。注文画面への入力を中断し

たりせずにリアル時価を参照でき

るよう、ショートカット・フレー

ムにリアル時価を表示する機能も

ある。

投資信託の注文の場合、株式な

どの数量を指定する売買の方式と

は異なり、金額の指定により買い
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りが発生する。このために営業店

にいちいち足を運ばなくてはなら

ないようでは、利用者にとってホ

ームトレードのメリットが半減し

てしまう。銀行振込によりこの精

算処理を行うこともできるが、そ

れでもいちいち指示しなければな

らないなど、取引を頻繁に行う顧

客にとっては煩雑であった。

かつて、証券会社では、銀行と

は異なり、普通預金のようにお金

を預かることはできなかった。し

かし、普通預金と同様の商品性を

持つ投資信託の野村MRF（マネ

ー・リザーブ・ファンド）が認可

されたことで、証券総合サービス

の導入が可能となった。

具体的には、売却代金は自動的

にMRFへ預けられ、買付代金は

受け渡し日にMRFからスイープ

（自動引き落とし）されるため、

取引のつどの売買代金のやりとり

を行う必要がなくなり、またその

代金も投資信託で無駄なく運用さ

れることとなった。

さらに野村MRFは、野村證券

の全国のATM（現金自動預け払

い機）での入出金が可能となり、

サービス時間も平日の夜間および

土曜・日曜まで延長され、顧客の

利便性が向上している。現在では、

BANCS（都銀系CDネットワーク）

からの出金も可能となり、いっそ

う便利になっている。

事務の効率化は、顧客の直接売

買取引ばかりでなく、付随して発

生する精算処理をも自動化するこ

とで、顧客と証券会社の双方にメ

リットをもたらす。

■顧客の資産管理などの
支援機能の充実

野村ホームトレードでは、情報

提供サービスの差別化戦略とし

て、顧客の資産管理機能に力を入

れている。「アセットレビュー」

と呼ばれる資産管理機能には、

①投資の状況（要約情報）、②預

かり資産の明細と評価損益、③取

引の明細（過去15ヵ月分）、④実

現損益の明細、⑤利金分配金など

の明細、⑥資産の配分状況――の

６つの参照機能がある。

損益は、野村證券で顧客が行っ

た取引に従って、移動平均法によ

り算出した取得コストを基に評価

されている。その内容は、つねに

自動的に最新状態での参照が可能

となっている。

また、投資情報、マーケット情

報を豊富に提供するばかりでな

く、ポータル（玄関）サイトによ

る金融情報の提供も質量共に充実

しており、今後は、これらのサイ

トとの連携も増えていくものと思

われる。

さらに、米国マイクロソフト社

の財務管理ソフトである「マイク

ロソフト・マネー」への取り込み

が可能なように、株式の取引明細

および預かり明細のダウンロード

サービスも行っており、顧客自身

での資産管理もできるようになっ

ている。

■野村ホームトレード・
システムの構成

野村ホームトレード・サービス

のシステム構成は、図２のように
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なっている。

ウェブサーバーは、顧客とのイ

ンタフェースをつかさどる部分

で、セッション管理サーバーはロ

グイン認証など、セキュリティ機

能を持つ。アプリケーションサー

バーは、実際の取引などのコント

ロールを行う部分で、業務系シス

テムは、注文取引管理や決済管理

などを行う部分である。

ホームトレード・システムを構

築するうえでいちばん難しいの

は、システム能力に対する「読み」

である。どれほどの能力を有する

システムを構築すればよいのかを

事前に予測するのは、非常に難し

い。

野村ホームトレードの契約口座

数は最近急激に増えており、指数

曲線的な伸びとなっている。また、

ホームトレードの利用者が、徐々

に操作に慣れてくることもあっ

て、トラフィック量も、想像をは

るかに超えた伸びを示している。

これまでに行ってきたような、予

測性能の何割増しのシステムを構

築するといったやり方では、すぐ

にシステムがパンクしてしまう。

野村ホームトレードでは、シス

テム構成上のすべてにおいてシス

テム負荷が急激に増えているわけ

ではない。実際にいちばん増えて

いるのは、ウェブサーバーの部分

で、次がセッション管理サーバー、

その次がアプリケーションサーバ

ー、最後が業務系システムという

順番になっている。

ウェブサーバー、セッション管

理サーバーについては、サーバー

を速やかに増やすことで性能を確

保できるシステム構成が要求され

る。

アプリケーションサーバーや業

務系システムについては、契約口

座数の増加などによりある程度は

予測可能なので、時間的に余裕を

持って対応することができる。

野村ホームトレードのサービス

は、顧客単位のサービスであり、

顧客を超えた機能は必要ない。シ

ステム性能のスケーラビリティ

（拡張性）を確保する場合、この

管理単位を考慮した構造設計が必

要となる。

具体的には、ウェブサーバーの

増強についてはアクセスの分散を

可能とし、セッション管理サーバ

ーの増強については口座の分散、

アプリケーションサーバー、業務

系システムについては、部店の分

散または業務処理の分割ができる

ような設計である。

野村ホームトレードのように、

リテール顧客が直接アクセスする

ようなシステムでは、予想もでき

ないようなデータ量の急増などが

ありうるので、階層構造を持ちか

つ十分なスケーラビリティを持つ

システム方式と、高度なセキュリ

ティレベルとを確保しなければ、

顧客の信頼とニーズに応えること

はできない。

『システム・マンスリー』

2000年１月号より転載

吉田幸久（よしだゆきひさ）

証券システム一部上級システムエンジ

ニア


	■信頼性の高い認証方式の
導入
	■多種多様な商品群の
画面操作上の工夫
	■顧客の取引時の入出金
	■顧客の資産管理などの
支援機能の充実
	■野村ホームトレード・
システムの構成
	著者略歴

